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のあることを知った。これらの変化を家畜の飼養上有利

に利用することは重要なことである。しかし植生の安定

はより大きな要因と考えられる。

なかでもK／Ca＋Mgは，イネ科牧草において高い数

値を示し，なかでもオーチャードグラスで3．8～4．4以

上混播牧草でさえ火山灰性土でも2．40以上になったこと

は注目すべきことである。
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1．ま　え　が　き

乳牛の飼料給与基準を飼料構成の異なる地域ごとに設

定することを目的として，昭和40年より地域ごとに生産

粗飼料の飼料価値を調査しているが，北部上北機械開墾

地区についての周年調査が一応終了したので，本地区の

牧草についての飼料価値の季節的変化と問題点について

報告する。

2．調　査　方　法

本地区の中央にあたる六ヶ所村より7戸の農家を任意

に選定し年6回の調査を実施した。牧草の収量は調査時

の坪刈りより推定し，施肥量は聞き取りによった。飼料

価値は坪刈り時に試料を採顎し常法によって成分組成を

求め，さらに採取試料を混播割合別刈取回数別に分類し

農林省畜産試験場のとりまとめた地域的飼料の成分調査

成績の消化率を用いて算出した。草サイレージの品質評

価法はフリーク氏法によった。

3．調　査　結　果

1．地域の概要

この地域は下北半島の基部から頭部に至る3町1カ村

が含まれており，六ケ村所はこの地域の中央にあり，小

川原湖北方の平坦丘陵地である。太平洋の沖合いで寒流

と暖流がぶつかって発生する濃霧が下北半島一円を覆う

ので湿潤冷涼な気象であり，土壌は十和田一八甲田系火

山灰土壌地域に属している。調査農家は昭和31年よりの

入植農家とそれ以前に入植して増反された農家より構成

され，乳牛飼養頭数10～18頭，飼料作物作付面横6～8

ん仔，牧草地4～7加という規模の畑作酪農地区である。

2．枚草生産

栽培されている牧草の肥培管理を7戸の農家について

みると，造成地施肥量の平均は10（Z当りN8．3毎，P205

13．0軸，K209．6軸，早春追肥量の平均は10（Z当りN

7．0毎㌧P2054．4的L K207．6吻程度となっている。こ

れを当場の栽培改善基準（10α当りN，K20は基肥，

追肥とも10晦，P205は基肥16～20J軌追肥10～20軸）

と比較すると，Nは刈取りごとに尿素10軸程度追肥され

るので充分と思われるが，追肥されないP205，K20

は基準量以下であり，とくにP205は基肥で基準量の60

～80％，追肥で20～40％の施用にすぎない。その他造成

時には炭カル200毎，厩肥2，000軸程度の施用である

が，まだ炭カルは充分とはいえない。調査時の坪刈りか

ら収量を算出することは，生育期間が異なり同一草地で

ないことから，正確には求め得ないが概数の収量を求め

てみると，6，8，10月の3回刈りではそれぞれ10（Z当

り2，500毎，2，000軸，1，500軸であり，5，7，8，10

月の4回刈りではそれぞれ2，000軸，1，500晦，1，500軸，

1，000毎と推定され，合計収量で6，000吻程度となる。

3．青刈牧草の飼料価値

青刈牧草は全般にDMが少なくこれがDCP，TDN

に影響している。マメ科の混播比率が高くなると一掛こ

DMは少なくなるが，本地区でそのような傾向はみられ

ずむしろ多くなるものがみられた。この傾向はTDNに

ついても同様であった。一般に秋にはDMが多くなる

が，本調査結果では8月のDMが極めて少ない結果とな

った。これは雨天時に試料を採取したためと考えられ，

ほかの成績などからDMを6月と10月の中間にとり，D

CP，TDNを補正して考えるのが妥当と思われる。利
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第1園　青刈牧草の飼料価値の変動

用時期が同じでも刈額回数の多いものはDCPが多くT

DNが少ない結果となり，これは牧草の若刈りの結果か

ら考えて当然と思われる。

4．枚乾草の飼料価値

乾草調製後間もない牧乾草においてはDM　85％以下

のものがみられたが，畜舎2階に収納貯蔵されているた

め全般に乾草のDMは多くなっていくことがみとめられ

た。1番草の乾草は調製後翌春まで利用されるので古く

なるほどDM，TDNは多くなり，DCPはわずかなが

ら少なくなる憤向にあった。2，3番草の乾草は利用期

間が短かく，1番草よりDCPは多く，TDNは少ない

結果となった。育刈牧草も牧乾草もDMとTDNは比例

的な関係を示した。

5．乾物換算による牧草の飼料価値の変動

青刈牧草は春から夏にかけてDCPが多くなり，TD

Nが少なくなることがみられたが，秋にはDCPが少な

くなっ・た。青刈牧草の混播割合別にはTDNの変化はな

く平均値で同じ倍となった。1番草の乾草は貯蔵によっ

てDCPが少なくなりTDNが多くなる傾向があった。

2番草の乾草は1番草よりDCPは多いがTDNは若干

少ない値となった。

6．草サイレージ
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第2図　枚乾草（オーチャード主体）の飼料価

値の変動

草サイレージの調製は少ないが，少数例についてみる

と，予乾されたものでは仕上り時のDCP・TDNはと

うもろこしサイレージより多く，乾物中TDNはとうも

ろこしサイレージ，牧乾草より若干少ないがDCPは両

者より多いことなどがみられ，またとうもろこしに比べ

て調製がかなり省力化されることなどから今後利用農家

が増加するものと思われる。しかし現在調製されている

ものはpIi，有故酸組成がとうもろこしサイレージより

若干劣っているので，品質のよい草サイレージの普及が

のぞまれる。

7．牧草のDMとTDNの関係

一般に牧草のDMとTDNの間には相関関係があるよ

うにみられる。そこで相関係数を求めると青刈牧草では

r＝0．992となり牧乾草ではr＝0．983となり，またY

＝TDN，Ⅹ＝DMとして回帰係数を求めると青刈牧草

はY＝0．710×－0．240，牧乾草はY＝0・684×－8・1

56となる。よって青刈牧草，牧乾草ともDMを知ること

によりTDNを求めることはできる。
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第3図　牧草の飼料価値の変動（乾物換算）

8．牧草の給与

乳牛に対する給与費分量を均衡ならしめるには，牧草

の飼料価値のノミラツキや季節的変化を考慮して，給与養

分量を加減する必要がある。そこで青刈牧乳牧乾草に

っいて飼料価値の年間変動を変異係数でみると，青刈牧

草ではDCP．TDNとも20％，軟毛草ではDCP　20

％，TDNlO％程度となる。このことから常時一一定量の

粗飼料を利用してかつ給与養分量を一定にしていくため

には他の濃厚飼料をもってこの程度の着分量の加減が必

要であることになる。ただし一般に水分の多い粗飼料の

給与量を算出する場合にはDM換算で計算することがの

ぞましいと考えられるので，乾物について変異係数を求

めてみると，青刈牧草，牧乾草ともにDCPは20％程度

となるが，TDNは2％以下にととまることがみられ，

季節的変化やその他の要因による変動がDCPに著しく

あらわれることがみとめられた。したがってとくにTD

Nについてはその補正を必要とせず，DCPについての

み20％程度の養分量を他の飼料をもって加減すればよい

ことになる。

2番刈り　　3番刈り

4．ま　　と　　め

1．施肥量ではP205の施用がとくに少ないことが

みとめられた。

2．牧草の年間収量は3～4回刈りで6，000毎／108程

度であった。

3．青刈牧草では一般にDMが少ない。マメ科の混播

比率が高くなってもDMは少なくならなかった0

4．枚乾草ではDMが85％以下のものがみられた○貯

蔵中にDCPが少なくなり，TDNが多くなるようであ

った。

5．飼料価値の向上や．調製の省力化などより草サイ

レージの利用は普及される傾向にあるが，今後品質の向

上が問題である。

6．牧草のDMとTDN間には相関関係があり，DM

を求めることによりTDNは容易に求められる0

7．牧草は水分含量によってTDNがかなり変動する

が，乾物換算してみるとTDNの変動はほとんどなく諸

要因による栄養の変動はDCPにのみ著しくあらわれ

た。


